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第 1 部 構造デザインコンテスト 

【発表作品】 
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第 2 部 構造デザイン発表会 

【発表作品】 
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1. はじめに

 本建物は秋田県潟上市にある八郎潟の近くに建つ

コンタクトセンターである。平面形状が円形のデザ

インとなっており、八郎潟の水面に広がる波紋をイ

メージしている。サッシの高さを連続的に変化させ

ることで、平面形状だけでなく立面的にも波紋のベ

ールをイメージしたデザインとなっている。内部空

間においては、働く人たちに閉塞感を感じさせずコ

ミュニケーションが自然的に誘発されるような計画

を目指した。また、食堂と保育所が併設されており、

地域の人々も利用でき、円形建物の中心には外部か

ら直接は入れる中庭が設けられて、地域の人々に開

放された空間となっている。

2. 建築計画

 本建物は地上 2 階建てであるが、2 階部分は平面的

に小さくほぼ平屋の建物である。平面プランとして

は主に事務所エリア（図 4 の青・赤・グレー色の範

囲）と食堂・保育所エリア（図 4 の黄色・緑の範囲）

に区分けされている。青色のオペレーション室は円

形の外周から一皮内側に配置され、整形な部屋割り

となっている。コミュニケーションスペースは休憩

するためのスペースとして、オペレーション室と円

形の外周に面した円弓型となっている。事務所エリ

アは 3 ブロックに分かれているが、それぞれが独立

して外部からも内部からもアプローチが可能となっ

ている。

3. 構造計画

 地上の構造形式は純ラーメン構造である。そのた

め、円形の建物と部屋割りについて合理的な柱割を

工夫した。スタジアムなど円形の建物の場合、通り芯

を放射状に計画することが多いが、今回の計画では

整形な通り芯とした柱配置を計画した。そうするこ

とで整形な部屋割りを求められる事務室や会議室の

レイアウトの制約が無くなりかつ、鉄骨の製作も通

常の仕口での製作が可能となる。（図 5）

地震力を負担する範囲を明確化している。内部の

整形部分を純ラーメン構造として、外周の円形部は

間柱と小梁で繋ぐ架構とすることで、外周部は地震

力を負担しない計画とした。そうすることで外周部

の間柱断面をφ139.8 とスリム化することを実現し、

秋田 BPO 潟上キャンパス（仮称）新設プロジェクト

図 1 鳥観図

図 2 正面パース 図 4 1 階平面図

コミュニケーション
スペース

オペレーション室

保育所

食堂

中庭

コリドー

図 3 コミュニケーションスペース内観

吉田昇平（大林組）

星野 恒明
テキストボックス
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外部への抜け感に寄与している。（図 5）

 ここからは外周の円形の構成について示す。外壁

に約 1.9°（約 1.7m スパン）ずつ角度をつけており、

厳密に言うと限りなく円形に近い多角形で構成され

ている。それを受ける横胴縁も合わせて約 1.9°ずつ

に多角に配置しており、折れ点には縦材を設けてい

る。その縦材は 5.7°（約 5.1m スパン）ずつに設け

た耐風梁で支持しており、耐風梁のスパン位置に間

柱を配置している。（図 6、7）間柱の柱頭仕口部は様々

な角度から小梁が取合うため、仕口部のみφ267.4 の

鋼管（軸部はφ139.8）とし GPL を任意の角度で取り

付けれるようにした。（図 9）

 中庭のアール部は外壁（角波サイディング）、横胴

縁、耐風梁ともに曲げ加工としている。（図 8）

 建物正面のコリドーは外周の間柱からの片持ち梁

で構成している。中庭へアクセスする開口部は 12.5m

のロングスパン梁を 2 本通し、その 2 本の梁を頼り

にした片持ち梁を形成している。そのため、ロングス

パン梁も十分な剛性を確保し、たわみに配慮した。片

持ち梁先端は 1.9°毎の多角横胴縁を取付け、外周円

形を連続させている。（図 10）

 基礎梁についても、施工部門と協議を重ねた。主筋

と型枠はアール加工したものを採用し、円形の基礎

梁で繋ぐ計画とした。そうすることで、型枠の転用や

主筋の加工の均一化により省力化に寄与している。

また、X、Y、円周方向の 3 方向のレベルや納まりを

基準化して現場での不具合を最小限に抑えるように

配慮した。（図 11）
間柱

耐風梁

横胴縁

縦材

整形ラーメン構造
外周部の地震力も負担

外周の円形は間柱と
小梁で形成しスリム化

図 5 構造計画

図 6 外周部の支持鉄骨 図 11 外周部基礎梁配筋状況

約 1.9°毎の
縦材と横胴縁

約 5.7°毎の
間柱と耐風梁

片持ち+多角で構成
したコリドー

約 5.7°毎の
間柱φ139.8

中庭部は
外壁と胴縁を
アール加工

図 8 中庭部のアール架構図 7 外周多角支持
鉄骨詳細

図 10 コリドー部架構図 9 間柱仕口部

仕口部
φ267.4

軸部
φ139.8

星野 恒明
テキストボックス
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第 3 部 特別講演会 
 

Toyota Technical Center Shimoyama 
環境学習センターの構造デザイン 

金子 侑樹 氏 
 
    ■略歴 

・2015 年 名古屋大学大学院 環境学研究科 修了 

・2015 年 竹中工務店 入社 

・2018 年 竹中工務店 名古屋支店設計部 

・2024 年 竹中工務店 東京本店設計部 ～現在に至る 

 

■主な設計作品 

・2021 年 モンブランホテルラフィネ名古屋駅前 

・2022 年 カゴメビル 

・2023 年 Toyota Technical Center Shimoyama  

       環境学習センター (2025 年 JSCA 賞新人賞受賞) 

・2025 年 パッシブタウン第 5 街区 

・2026 年 GREEN×EXPO 2027 竹中グループ 

Village「くるくるく」（設計・施工中） 

 

■所属 

・竹中工務店 東京本店 設計部  

構造第 2 部門 構造 3 グループ チーフエンジニア 
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JSCA 東北支部 
 

第 11 回構造デザイン交流会 2026 

 

ご協賛いただきました企業のみなさま 
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Ishiyama Architec tural Engineering And Struc ture Office

990-2483 8 40 TEL 023-643-4407

FAX 023-666-3420
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